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市政ひろば

　

大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
、

５
月
14
日
、
淡
路
三
原
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
（
村
上
安
弘
会
長
）

か
ら
、
障
害
者
用
の
備
蓄
食
料
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
は
今
年

で
３
回
目
。
即
席
み
そ
汁
や
魚
の

缶
詰
等
５
品
目
で
、
約
２
０
０
食

分
の
食
料
が
緑
防
災
セ
ン
タ
ー

（
倭
文
支
所
）
に
保
管
さ
れ
、
災

害
時
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

備
蓄
食
料
を
寄
贈

沼
島
の
景
観
、「
島
の
宝
１
０
０
景
」に

７
人
の
選
定
委
員
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

選
ば
れ
た
島
の
宝
は
、
毎
年
５

月
３
日
と
４
日
に
行
わ
れ
る
沼
島

八
幡
神
社
春
祭
を
テ
ー
マ
に
し

た
も
の
。
祭
り
が
最
高
潮
に
達
し

た
頃
、
だ
ん
じ
り
が
勢
い
よ
く
海

へ
飛
び
込
む
様
子
を
捕
ら
え
た
写

真
と
コ
メ
ン
ト
が
採
用
さ
れ
ま
し

た
。

　

選
ば
れ
た
１
０
０
景
は
、今
後
、

観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
で
使
わ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
島
の
宝
１
０
０

景
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝h

ttp
://

w
w
w
.m
lit.go

.jp
/crd

/ch
irit/

◆
齋
藤　
勝
巳
（
広
田
）

　

地
域
建
設
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
長
年
地
域
商
工
業
の
振
興

発
展
の
た
め
各
種
事
業
を
積
極
的

に
推
進
。淡
路
瓦
の
振
興
策
で
は
、

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
の
承
認
を

受
け
、
海
外
へ
の
販
路
開
拓
を
図

る
な
ど
、
商
工
業
の
振
興
に
尽
く

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
小
磯　
富
男
（
阿
那
賀
）

　

丸
山
漁
協
と
阿
那
賀
漁
協
の
合

併
を
実
現
さ
せ
る
な
ど
漁
協
経
営

の
安
定
化
に
貢
献
。
ま
た
、
ワ
カ

メ
養
殖
で
、
高
品
質
の
ワ
カ
メ
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
産
地
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
な
ど
に
大
き
く
寄
与
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
齊
藤　
博ひ

ろ
か
ず万

（
八
木
）

　

県
営
成
相
・
北
富
士
ダ
ム
の
建

設
に
大
き
く
貢
献
。
ま
た
、
成
相

土
地
改
良
区
理
事
長
に
就
任
以
来

12
年
間
、
土
地
改
良
区
の
運
営
に

尽
力
さ
れ
、組
合
員
の
生
産
基
盤
、

生
活
環
境
の
整
備
の
た
め
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
功
労
者
表
彰

　

県
政
の
推
進
や
公
共
の
福
祉
な

ど
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
「
兵

庫
県
功
労
者
表
彰
」
が
贈
ら
れ
ま

す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

◆
蓮
池　
洋
美
（
福
良
）

　

議
会
議
員
と
し
て
、
21
年
に
わ

た
り
住
民
福
祉
の
向
上
、
町
の
活

性
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢

献
。
市
議
会
で
は
初
代
議
長
と
し

て
卓
越
し
た
識
見
と
行
動
力
で
議

会
の
基
盤
を
作
る
な
ど
地
方
自
治

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
芝　
　
壽と
し
ひ
ろ浩

（
福
良
）

　

長
年
に
わ
た
り
清
掃
奉
仕
活
動

や
住
民
福
祉
活
動
、
防
犯
・
防
災

活
動
な
ど
、
積
極
的
に
自
治
会
活

動
を
展
開
。
初
代
市
連
合
自
治
会

長
を
務
め
ら
れ
、
市
防
犯
協
会
や

市
交
通
対
策
協
議
会
の
活
動
に
も

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
小
林　
昇
（
潮
美
台
）

　

こ
こ
ろ
豊
か
な
推
進
専
門
員
と

し
て
地
域
活
動
に
従
事
。
ま
た
、

「
子
は
宝
」
を
理
念
に
社
会
教
育

活
動
に
も
貢
献
し
、
わ
ん
ぱ
く
塾

や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
な
ど
子
ど
も

の
体
験
活
動
を
展
開
し
、
多
く
の

児
童
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

淡
路
だ
ん
じ
り
祭
は
見
ご
た
え

が
あ
り
ま
し
た
。
自
治
会
を
は
じ

め
各
種
団
体
に
よ
る
実
行
委
員
や

各
祭
礼
団
の
皆
様
の
迫
力
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。
先
人
達
が
築
き
上

げ
、
修
繕
を
重
ね
守
り
続
け
て
き

た
檀
尻
を
自
治
会
や
祭
礼
団
員
の

方
々
が
苦
労
し
、
練
習
を
重
ね
実
現

し
た
す
ば
ら
し
い
お
祭
り
で
し
た
。

　

保
育
所
・
幼
稚
園
児
２
０
０
人

の
竹
太
鼓
や
中
高
生
を
含
む
太
鼓

衆
が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
迎
え
太
鼓
と
、

檀
尻
28
台
の
総
太
鼓
の
迫
力
に
は

感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

企
画
内
容
は
、
祭
礼
団
長
の
代
表

者
や
経
験
者
が
運
営
委
員
会
を
設

立
し
て
長
い
間
議
論
を
し
、
立
案

調
整
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

や
は
り
進
化
す
る
イ
ベ
ン
ト
や

事
業
は
、
若
者
の
ア
イ
デ
ア
と
迫

力
、
熟
年
者
の
温
か
い
お
支
え
、

市
民
の
方
々
の
ご
支
援
や
ご
声
援

が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
す
る
も
の
だ

と
痛
感
し
ま
し
た
。
将
来
、
こ
の

祭
り
が
淡
路
島
外
に
も
知
ら
れ
、

よ
り
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
や
地
域
活
性

化
も
同
様
と
考
え
ま
す
。
あ
ら
ゆ

る
市
民
が
参
加
し
、
共
に
考
え
一

体
的
に
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

大
き
な
事
業
が
実
現
し
た
り
、
成

長
発
展
し
て
い
く
も
の
と
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
悲
願
の
低
地
対
策
で

は
、
国
や
県
の
予
算
が
計
上
さ
れ

三
原
川
水
系
河
川
整
備
計
画
が
本

格
的
に
動
き
始
め
ま
す
。
永
年
の

努
力
が
実
り
、本
当
に
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
国
や
県
と
綿
密
な

連
携
を
図
り
、
一
つ
一
つ
の
成
果

を
生
み
出
し
、
計
画
実
現
の
た
め

懸
命
に
努
力
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
や
県
に
計
画
を
提
出

し
て
も
、
抜
本
的
な
改
善
策
で
あ

る
河
川
改
修
や
ほ
場
整
備
、
用
排

水
路
な
ど
の
大
事
業
で
、
計
画
反
対

や
用
地
提
供
な
ど
基
本
的
体
制
が

整
わ
な
か
っ
た
り
、
地
元
が
一
丸
と

な
っ
て
執
念
と
も
い
え
る
取
り
組

み
な
し
で
は
事
業
の
実
現
は
で
き

ま
せ
ん
。
財
政
難
の
折
、
合
意
で

き
た
地
域
が
優
先
さ
れ
、
地
元
調
整

が
で
き
な
い
地
域
は
、
後
回
し
か
予

算
が
つ
か
な
い
と
い
う
状
態
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
子
孫
の
た
め
に
地
域
で
建
設

的
な
議
論
を
重
ね
、
事
業
実
現
に

向
け
て
格
段
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
が
選
定
す
る
「
島

の
宝
１
０
０
景
」
が
４
月
10
日
に

発
表
さ
れ
、南
あ
わ
じ
市
か
ら「
ダ

ン
ジ
リ
海
に
突
入
｜
沼
島
八
幡
神

社
春
祭
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
島
の
宝
１
０
０
景
」
で

は
、
全
国
の
離
島
フ
ァ
ン
な
ど
か

ら
「
島
の
暮
ら
し
や
人
々
の
営

み
が
わ
か
り
、『
島
の
宝
』
と
し

て
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き

た
い
、
活
か
し

て
い
き
た
い
景

観
」
を
募
集
。

全
国
か
ら
計

５
４
７
通
の
応

募
が
あ
り
、「
釣

り
バ
カ
日
誌
」

な
ど
の
著
者
で

知
ら
れ
る
北
見

け
ん
い
ち
氏
ら

海
に
飛
び
込
む
ダ
ン
ジ
リ
採
用

▲海に飛び込む「ダンジリ」

市
内
の
産
業
振
興
に
期
待

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
室
（
商

工
観
光
課
内
）
と
バ
イ
オ
マ
ス
利

活
用
担
当
（
農
業
振
興
部
内
）
が

で
き
、
５
月
１
日
、
㈶
南
あ
わ
じ

産
業
振
興
協
会
に
４
人
が
採
用
さ

れ
て
市
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

派
遣
さ
れ
た
４
人
の
う
ち
３
人

は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
室
で

勤
務
。
①
瓦
産
業
の
販
路
拡
大
や

推
進
業
務
②
農
商
工
と
観
光
の
連

携
事
業
の
推
進
業
務
③
観
光
事
業

の
推
進
業
務
に
各
１
人
が
担
当
に

つ
き
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
振
興
部
に
派
遣
さ

れ
た
１
人
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活

用
セ
ン
タ
ー
で
の
業
務
に
加
え
、

玉
ね
ぎ
残ざ
ん

さ
か
ら
出
来
上
が
っ
た

炭
の
販
路
拡
大
な
ど
、
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
活
用
業
務
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

▲マーケティング戦略室に派遣された３人

▲玉ねぎ残さで作られた
　炭の袋詰め作業

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
購
入
し
た
人
へ

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し

て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
が

視
聴
で
き
な
い
と
い
う
お
問
い

合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。
原

因
は
宅
内
配
線
の
一
部
が
デ
ジ

タ
ル
対
応
に
な
っ
て
い
な
い
場

合
が
多
く
、
そ
の
部
分
を
改
修

す
る
と
解
消
し
ま
す
。
お
近
く

の
電
気
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

さんゆ～館の入浴券等の使用期限
　さんゆ～館の運営は現在、民間の指定管理
者に委託しています。そのため、19年度以
前に発行された「回数券・入浴券・招待券」
の使用期限を来年３月31日までとさせてい
ただきます。
※回数券は１回使用して頂くと、残数分は新
しい入浴券と交換となります。
問さんゆ～館☎43-3939　健康課☎44-３００４

産
業
振
興
協
会
か
ら
４
人
派
遣

電
波
障
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
！

　

春
先
か
ら
秋
に
か
け
て
発
生

し
、
電
波
の
乱
反
射
に
よ
り
テ

レ
ビ
の
特
定
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

１
日
数
回
乱
れ
る
現
象
で
す
。

ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
場
合
は
、
映

り
が
悪
く
な
る
程
度
で
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
場
合
は
、
映

ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
テ
レ
ビ
局
が
中
継
局

の
改
修
を
進
め
て
お
り
、
順
次

解
消
予
定
で
す
。
も
し
発
生
し

た
場
合
は
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
に

切
り
替
え
て
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

　
問
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
☎
43
・
２
３
４
５

人
権
擁
護
委
員
表
彰

　

長
年
に
わ
た
り
、
人
権
擁
護

委
員
を
務
め
ら
れ
た
次
の
方
々

に
、
５
月
22
日
、
表
彰
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。（
順
不
同
、敬
称
略
）

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
感
謝
状

◆
飯
田　

弘
子
（
松
帆
）

近
畿
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

長
表
彰

◆
中
嶋　

長
史
（
松
帆
）

　

飯
田
さ
ん
は
、
平
成
11
年
10

月
か
ら
、
中
嶋
さ
ん
は
、
平
成

15
年
１
月
か
ら
、
人
権
擁
護
委

員
を
務
め
ら
れ
、
地
域
の
中
で

人
権
保
護
と
人
権
思
想
の
啓
発

等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

功労者表彰
人権擁護委員表彰　２人

兵庫県功労者表彰　６人




